
園 長 だ よ り NO１２４ 

台風６号の接近、通過の対応について保護

者の皆様のご協力に感謝します。 

 保育園の運営は学校関係とは異なり休園措

置をとることは原則ありません。ただ、昨今の 

異常気象により台風、風水害など大きな被害

の災害がみられます。そのため休園に準じた

取り扱いを致す場合があります。 

 

    子どもを守るための対応 

  保育園は市の委託を受け運営しているこ

とから行政の判断に準じて災害時などの対応

を決定することが基本となります。 

 今回の台風６号の接近に伴う判断も迅速な 

判断は期待できませんでした。数年前の大雨

の場合も行政の対応は遅く、保育園について

は原則、開所することになっているのでギリ

ギリまで対応が決まらないことにつながりま

す。 ただ民間の保育園では災害時、迅速に命

を守る視点から独自で休園に準じる決定をす

ることがあります。 

 昨今は天気の予報精度が上がったことや 

各地で大雨の被害（他災害）の影響もあり 

迅速なアナウンスで命を守ることに結び付け

ています。 ありがたいことです。 

  

今回の市側の判断では各保育施設に通知を

出しています、一部抜粋 公立保育園におい

ては暴風域を伴った強い雨が降る予報もござ

いますので、可能な限り各家庭での保育にご 

 

 

 

協力をいただくと共に、やむ得ず保育を利用

する場合においては、強雨の時間帯を避ける

など安全を確保したうえでの利用をお願いし

ております。と通知されています。 この通知

も前日の夕刻です。 すでに大半の子ども達

は帰宅している時間となります。 

 そのようなこともあり、前日の通知になり 

ましたが、多くの方が協力していただき大き

な被害もなく、安堵できることに繋がりまし

た。 

家庭保育及び登降園の調整等ご協力いただ

き、ありがとうございました。 

 

 今後も台風などの風水害の恐れや大雪など

の警戒レベルの高い災害が起こる可能性は

年々高くなっています。 

 園では気象警報の発令や台風、風水害の恐

れがある場合や地震が発生した際、保育施設

の状況や公共交通機関の運休などにより、安

全に保育できないと予見されるときには児童、

保護者、保育従事者の生命と安全を守るため

臨時休園の措置を講じる場合はあります。 

臨時休園措置を講じない場合も安全が保たれ

ないと判断した場合は家庭保育や降園時間の

調整をお願いする場合がございます。 

 災害時でも職員が参集して保育を継続でき

ることが強みではありますがなによりも命の

維持を優先にすることが大切です。 

 

 

     

 

     土と水と戯れる 

台風の接近もあり大荒れの天気となりました

が ここ数日は、夏日が続いていました。３０

度を超える気温、まだまだ身体がついていか

ない状態、はやくも夏バテと感じる人もいる

はずです。 

 こども達の遊びは、おおぞら保育園では通

年ではありますがこの時期の盛んな遊びは

水・泥んこ遊びです。 例年この時期の水道使

用量の検針の際、 「極端に使用量が増えてい

ます」「水漏れの疑いもあり」と伝えられるケ

ースがあります。 いえいえ、水遊び盛んにな

る時期ですと返答し事なきを得るのですが 

おそらく、検針員の方の想像をはるかに超え

ているのでしょう 

 砂、土、水、木々があり、落ち葉が舞う環境、

自然豊かですといえる環境下ではないがコン

クリートに囲まれている環境ではありません。 

風が吹き、雲が動き、お日様を浴びることがで

きる当たり前の環境があることが子ども達に

必要です。環境と一体になりあそぶことが子

どもの想像力や思考力を育むともいわれてい

る。共に遊び仲間もいればコミニュケーショ

ンの力を養うことにもつながる。 

 泥んこあそびはごくごく自然な営みで発生

する。水遊びに夢中になる、次第に小さな、小

さな水路ができる、次第に川になる、川が次第

に氾濫し一面が湖になる、自然の原理である。

子どもは遊びこんでいくうちに様変わりして 
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いく、遊びが変化して、泥にまみれながら自己

の存在を体感していく。 遊んでいく過程で

子ども達の制御が、良い意味で崩壊する。 

自分の殻を破っていく、自然を受け入れ、 

泥を受容し自己を発揮する、仲間との関わ

りも積極的になる。 

既成の玩具であれば程よく遊び方は決めら

れてしまう。自然物を利用すると あんなこ

と、こんなこと、いろいろと遊びが広がってい

く。 

仮に園庭の真ん中に大きな砂山あれば、一

日中、その山であそぶことができる。 

登る、降りる、転がる、掘り起こす、水をなが

す、こねる、まるめる、あげればきりがない 

、水を流しダムづくりをする、山の傍らで団子

屋さんをやる、時には掘る人、水を運ぶ人、 

現場監督のようにふるまう人、役割が生まれ

る。異なる場所に砂を運び出し、遊び場を作り

出す子等々の姿が現れていく、自然物は可塑

性がある。 

あそびの主体である子どもに柔軟に対応す

る素材であること、子どもの思いを裏切るこ

となく子どもの発想に付き合ってくれる素材

である。子どもからすれば信頼できる素材で

あり、良き相棒でもある。 幼い時期、一時の

こと、思う存分、やらせてあげたいと思ってい

ます。 大人にとって汚れは大敵ですが 

子どもにとっては心地よいものなのです 

   （おおぞら保育園 園長 廣部信隆） 


